
２．学部卒業者、大学院博士課程修了者と連携した教育研究活動及び卒業者、修了者を支援

する教育研究活動 

 

  以下に参画大学の事業成果報告をもとに、年度毎に、実施大学別に教育研究プログラム

とその概要をまとめた。事業参画大学間の連携プログラムとして実施したものには【連携】

を付した。各プログラムの成果については、実施大学のホームページ等に詳細が記載され

ている。なお、プログラム名に（＊）を付したものについては別添の資料が提出されてい

るが、紙面の関係上本報告書には掲載していない。これらについては、各実施大学のホー

ムページ等で公開することとしているので、ご参照いただきたい。また、参画大学からの

事業報告の中で、本事業の主な５つのアドバンスト教育研究プログラムとしても報告があ

るものについては、プログラム名と簡単な概要を取り上げた。 

 

 

【2019年（平成31年／令和元年）度】 

 

  ＜北海道大学＞ 

   ・「医療施設との共同研究」に卒業生、修了生が参画している。 

 

  ＜東北大学＞ 

・東北大学薬学研究科・薬学部の同窓会である東北大学薬学同窓会に、「東北大学薬

剤師ネットワーク」を設立し、東北大学卒の薬剤師の交流の一つの場とすることに

している。本ネットワークは、卒業生の薬剤師活動、生涯教育等を支援し、さらに

薬剤師を目指す学部生を含めた交流を活発化することを目的としている。 

・東北大学大学院薬学研究科主催の地域薬剤師研修会を開催して、卒業生の生涯教育

を支援するとともに、地域薬剤師の交流の場としている。 

・卒業生の連絡先情報の定期的に更新する仕組みを作っていなかったため、連絡でき

ない方がでてしまった。 

 

  ＜千葉大学＞ 

   ・特になし。連携の仕組みを作っていないことが問題。 

 

  ＜金沢大学＞ 

   ・各領域で活躍している卒業生を講師として招聘し、在学生に様々なキャリアパスに

ついて説明する集中講義を実施した。 

   ・薬学類４年生の講義科目「薬物治療演習」の実施内容を「薬物治療検討会」として

卒業生並びに地域薬剤師に公開している。 

 

  ＜名古屋市立大学＞ 



   ・薬学部独自の就職セミナーを毎年11月に実施しているが、そのセミナーで６年制卒

業生を講師として招聘し、就職先での活動や課題、将来について講演をお願いして

いる。セミナー終了後は、懇親会を開催し、在校生との懇談を行っている。 

   ・実務実習事前学習の講師を依頼し、薬局業務、病院業務についての講義、実技指導

等をお願いしている。 

 

  ＜広島大学＞ 

   ・卒業生が連携して実施する共同臨床研究を推進している。 

 

＜熊本大学＞ 

・「次世代創薬研究者育成塾」において６年制卒業生の講演会、交流を実施した。 

・「薬剤師のための医療薬科学研修会」（熊本大学薬学部教育委員会卒後教育部会）

を開催した。 

 


